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　第 3 章では、400 nm付近の吸収帯を励起すると 520 nmに極大をもつ蛍光を発する特徴を有する




トにより、添加する TG誘導体の濃度が 10 µMのとき、12 時間は毒性がないことが証明された。このように、
合成した蛍光色素 TGが、1）細胞膜透過性が制御可能であること、2）観察に適した波長選択が可能である
こと、3）細胞外で無蛍光性、細胞内で蛍光性であること、4）低い細胞毒性であること、など蛍光プローブ
に求められる条件を満たし、優れた骨格であることが示された。第 4章および 5章では、第 3章で開発した
色素の各種誘導体の水溶液中における基礎的な光化学的挙動について明らかにした。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　高機能・高汎用性のケージド化合物の光分解性保護基となりうる水溶性クマリンの開発を目的とし、クマ
リン環を基本骨格にして、導入する置換基を工夫することにより可視光による励起が可能で、また水溶性が
向上した保護基 BCMACMを設計・合成することに成功した。さらに、この保護基を用いて神経伝達物質で
あるグルタミン酸や GABAを光照射により放出するケージドグルタミン酸およびケージド GABAを合成し、
保護基の性能を検証した。また、新規蛍光色素を合成し、その光化学を明らかにすると共に、実際の細胞に
応用し、細胞膜透過性が制御可能であること、バイオイメージングに適した吸収及び蛍光波長特性が制御可
能であること、細胞外で無蛍光性、細胞内で蛍光性であること、細胞毒性が低いことなど蛍光プローブに求
められる条件を満たすことを明らかにした。これらの細胞機能解明に役立つ光機能性分子の開発に関する新
しい研究成果は、今後のこの分野の研究の発展に寄与するものとして評価された。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
